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 図 1 に WMOのベストトラックデータ
International Best Track Archive for Climate 











緯 1.5 度で発生した、2001年台風 26号 VAMEI
について、Boruneo 渦との関連から多く研究され
ている（Liu et al., 2009; Chambers and Li, 






 惑星渦度と台風については、DeMaria and 









われてきた。Hamill and   Galarneau (2013)で
は、全球アンサンブルデータ NOAA’s 
2nd-generation global ensemble reforecast 
dataset （GEFSR2; Hamill et al., 2013）を、








る（Ge et al., 2013; Hogsett and Zhang, 2010）。 
 
1.3 ハリケーン PALI 
2016年 1月にハリケーン PALIが中部太平洋赤
道域で発生した。Joint Typhoon Warning Center
（JTWC）による、ハリケーン PALI のベストトラ
ックを図 2に示す。PALIは、7日 12Zに熱帯低気


















 本研究では、全球アンサンブルデータ GEFSR2 
を用いて初期値を複数用意し、領域モデル WRF
によるダウンスケール実験を行った。 
 GEFSR2 は、National Centers for 
Environmental Prediction（NCEP）の現業モデル








表 1. GEFSR2 について 
大気データ GEFSR2 




（下端 1000hPa 上端 10hPa） 
メンバー数 11 
データ同化手法 ETR（Wei et al., 2008） 
 
 本研究では、領域モデルとして WRF-ARW 












表 2. ダウンスケール実験設定 






パラメタリゼーション Kain-Fritch scheme 
計算初期時刻 
2016年 1月 1日 00Z 





























めに、先行研究（Oouchi et al., 2006; Nakano et 
al., 2015）にならい、以下の 4 つの台風強度・
構造の条件を定義した。 
(1) 中心気圧が 1000hPa より低く、かつ正方形
領域の面平均気圧より 2.5hPa 以上低い。 
(2) 正方形領域の高度 850hPa の面平均渦度が
3.5×10-5s−1より大きい。 
(3) 中心の高度 700hPa・500hPa・300hPaの気温
偏差(7 日間平均気温との差)の和が 0K より
大きい。 







 初めに、再解析データ ERA-interim を用いて、
ハリケーン PALI付近の環境場を解析した。海面



















































































することで、2016 年 1月 7日に発生したハリケ
ーン PALIの予報実験を行った。発生時刻の 5日
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